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いつも公民館をご利用いただき、誠にありがとうございます。                             

今回は、図書室と赤ちゃんから幼児対象のひろばと、９月の主催講座のご紹介をします。 

今後も、草野公民館で活動されているクラブや行事（講座）に参加していただければ幸いです。 

 

【草野公民館の図書室はこんなところです！】 

公民館に入ってすぐの右手が図書室です。 

広さは約 95㎡、畳でいうと約 60帖、学校の教室 

ぐらいの大きさになります。 

 蔵書数は、以下の通りです。（202４年度末現在） 

〇一般          11,752冊 

・県や市に関する資料  130冊 

・その他 雑誌５誌、新聞１紙 等 

〇児童           6,967冊 

 ・事典等            19冊 

合計 18,868冊の本が、皆さんをお待ちしています。 

 

 図書室入口に、季節やその時々の“おすすめの本”の紹介をしています。 

 今は、『千葉っぽい本』をわかりやすく見やすく並べてあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図書室に入ってすぐの左手と正面（木製戸棚）には、新着本（雑誌含む）やおすすめ本（児童書

も）が並べてあります。右手奥には、絵本コーナーやテーブルもあります。 

 

 草野公民館の図書室にない本は、千葉市内、千葉県内の図書館・図書室から、取り寄せることも

できます。（CDや DVDも取り寄せができます。） 

毎日、９：４５～１７：００に開いています。 （毎月第 3木曜は休室日です。） 

 

ご利用、お待ちしています！！ 
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【千葉市そんのう子育てリラックス舘 出前ひろば“くさぴよ” やっています！】 

草野公民館の和室で、基本的には毎月最後の月曜日に、 

『くさぴよ』が開かれています。そのご紹介をします。 

 （開催予定日） 7/28 8/25 9/29 10/27 11/17  

12/22 1/26 2/16 3/30 

 （時間） １０：００～１１：５０ 

（対象） 就学前のお子さんとその保護者   （定員） ８組 

 （内容） 遊んだり、おしゃべりしたりと、ゆったりとした時間を過ごします。 

 （申し込み） そんのう子育てリラックス舘（０４３－２８５－２８８８）に、予約申し込みをしてください。 

         毎月１日に、予約申し込み開始です！ 

【９月の草野公民館 主催事業】  お知り合いも誘って、お申し込みください！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 上記は、あくまでも予定です。詳しくは、市政だより、公民館情報誌、HPをご覧ください。 

または、草野公民館（043-287-3791）に直接お問い合わせください。  

※ 『公民館だより くさの』は、ホームページ（HP）ではカラーでご覧いただけます。 

 （文責：館長 佐藤  一）  

  

○ 相続・終活講座  ～豊かな老後のために知っておきたいお金の話～ 

  相続や終活について、理解を深めましょう。豊かな老後に備えましょう。 

・・９月３日（水）１０：００～１２：００  

○ 手話講座  ～楽しく手話を学ぼう～  全２回講座です。 

  あいさつ、自己紹介等の基本から学び、楽しく理解を深めましょう。 

・・９月１８日・２５日（木）１０：００～１２：００   

○ くさの funfun歌声ひろば～秋   昭和の歌や唱歌などの懐かしい歌を  

ギターの生演奏に合わせて、みんなで歌いましょう！ 

・・９月２９日（月）１４：００～１５：３０  

講座申し込みはまだ先（９/２（火）～）になりますが、10 月の予定講座です。 

 10/6（月）9:00～12:00〔大人のための筆あそび墨あそび〕 

「干支色紙 午（うま）」の作成をします 

10/12（日）10:00～12:00〔防災講座〕避難所開設訓練を行います 

10/13（月）祝日＆秋休み〔プログラミング〕ロボットカーを走らせよう 

13:30～14:30 小１～３年生  15:00～16:00 小４～６年生 

 

同年代の子どもたちの「ふれあいの

場」、保護者の皆さんの「おしゃべり

（相談、ぐちを話す？）の場」として

も、活用されてはいかがでしょうか。 


